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農業競争力強化プログラム（抜粋）平成２８年１１月 
 
1 3 牛乳・乳製品の生産・流通等の改革   

 
（１）加工原料乳生産者補給金制度の改革 

① 現在、指定生乳生産者団体に指定されている農業協同組合又は農業

協同組合連合会（以下単に「農協」という。）は農業協同組合法に基づ

き、スリム化・効率化や共同販売の実を上げる乳価交渉の強化を図り

つつ、今後ともその機能を適正に発揮することは極めて重要である。 

② その上で、指定された農協に委託販売する生産者のみに国が財政支

援を行うという、現行の方式は見直し、生産者が、出荷先等を自由に

選べる環境の下、経営マインドを持って創意工夫をしつつ所得を増大

させていく必要がある。国は早急に基本的なスキーム（年間の販売計

画等の内容、部分委託・販売に関するルール等）を設計し、関係者の

意見を聞き、十分な調整を行うものとする。その際、以下の点を考慮

し、十分な調整を経て改革を行うことが必要である。 

○ 補給金の交付対象に関しては、年間の販売計画の仕組みが、飲用

向けと乳製品向けの調整の実効性を担保できるものとする 

○ 部分委託に関しては、現場の生産者が不公平感を感じないよう、

また、場当たり的利用を認めないルール等とする 

○ 条件不利地域対策に関しては、条件不利地域の生産者の生乳が確

実に集乳され、不利な生産条件を補えるものとする 

③  今後の補給金の交付手続等については、その円滑な運営に資するた

め、以下を基本として、今後、具体化する。 

○ 補給金は、加工原料乳の生産を確保するという補給金の目的に即

した基準を定め、これに該当する全ての生産者に交付する。 

○ 補給金を農協等から生産者に交付する場合には、乳価の支払額と

補給金の交付額とを生産者に明確に示す。 

○ 補給金を受給しようとする生産者は、飲用乳、加工原料乳の年間

の販売等計画及び販売等実績を国に報告する。また、生産者が農協

等に委託・販売を行う場合は、農協等が自らの飲用乳、加工原料乳

の年間の販売計画、販売実績及び販売コストを国に報告する。 

 



 

○ 農協等に部分委託・販売を行う場合は、農協等と生産者との間で

委託・販売に係る数量・ルール等について取り決めを行う。 

 

○ 条件不利地域の生産者についても、確実に集乳が行われるように

するため、的確な集乳や集乳経費のプール処理を確保できる公正な

基準を定め、これに該当する農協等に集乳経費を補助する。 

 
（２）販売を行う農協等と乳業メーカーとの乳価交渉の改革 

○ 現在、生乳の大宗を受託する指定生乳生産者団体が行う交渉につい

て、乳価交渉のメンバーや交渉プロセスを抜本的に見直す。なお、農

協等は自らの合理化も含め、中間流通コストや物流コストの削減を進

め、生産者の所得がより向上するように対応する。 

○ 今後、販売を担う農協等にあっては、消費者ニーズや販売動向に最

大の関心を払いつつ、交渉相手となる乳業メーカーの製造コスト情報

の収集・分析を含め、真に生産者のためにあらゆる手段を尽くした交

渉へと改革する。また、交渉経緯や結果についての生産者に対する説

明責任を十分に果たし、透明性を確保する。 

○ 農協等が、系列の乳業メーカーに販売する場合においては、他の乳

業メーカーと同等の販売先と位置付けて公正に交渉を行う。 

○ 乳業メーカーは、自らの生産性も考慮した適正価格で安定的な生乳

取引が行われるようにすべきである。 

 
（３）酪農関連産業の構造改革 

○ 乳業メーカーの工場稼働率を高め、我が国乳業全体の生産性を向上

し、生乳価格を安定させるため、国は、国際競争に伍していける水準

の生産性の実現を目指した乳業の業界再編・設備投資等を推進するこ

ととし、政府系金融機関の融資、農林漁業成長産業化支援機構の出資

等による支援を行う。 

○ 飲用牛乳・乳製品価格の安定を図るためにも、量販店等の事業再編 

や業界再編を推進するとともに、公正取引委員会は、量販店等の不公 

正取引（優越的地位の濫用による買いたたきや不当廉売等）について、

徹底した監視を行う。 

 



 

（４）国家貿易の運営方式の改革 

○ 乳製品の国家貿易については、国内需要の変化に対し、より一層、

機動的な対応が求められることから、最終消費者の動向を把握してい

る様々な民間事業者からの情報収集をこまめに行うなど、適切に運営

する。 

○ 国家貿易で輸入したバター等乳製品について、売渡時に最終消費ま

での流通を確認する等のモニタリング強化策を徹底するとともに、適切

な運用が継続されるよう、ＰＤＣＡを不断に回す。 

 
（５）酪農家の「働き方改革」 

○ 生産者は、毎日朝夕の搾乳や飼料の給与等、農業従事者の中でもと

りわけ過酷な労働条件にある。国は、政府の最重要課題である「働き 

方改革」の趣旨を踏まえ、搾乳ロボットやパーラーなど、労働条件を 

大きく改善する設備投資をはじめとする労働支援を幅広い生産者が実 

行できるよう、短期・集中的に支援する。 


